


























研究目的 

資料の蓄積と保存は自然科学のみならず,あらゆる学問,文化の基盤であり,技術発展の基

礎である｡わが国では一般にこのことが軽視され,大学などでも資料の保存は決して積極的

には行なわれていない。そして,それは単なる経済的理由によるだけでもない｡成功,失敗と

にかかわらず,科学技術にかかわる経験の蓄積が,1950 年代,1960 年代の科学技術の世界的

な躍進に寄与したことは,かの PBReport の例をみれば明らかである。本研究では,臨床遺伝

学という新しい学問,かつ将来は臨床医学の最も重要な分野であり,またその中心に位置す

るであらう学問の範囲の中で,あるいは制限の中で,現在および将来,あるいは過去の資料

の中で,いかなる資料がいかなる方法で蓄積され,また利用されることによって,国民の健

康の保持に役立たせうるかを検討することを目的とした｡ 


